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シリーズ身近な薬草 イチイ(一位) イチイ科 

生薬名：一位
イ チ イ

 

薬用部位：葉 

近年ヨーロッパイチイ葉に含有されるアルカロイドが抗癌剤 

（乳癌など）〝タキソール〟として開発されました 

  

 東北や北海道ではアララギ、オンコと呼ばれている、高さ２０ｍにもなる

常緑高木です。やや寒冷地に生息しますが刈込に強く生垣としても新緑が美

しく近畿地方でも成育します。生育は大変遅いですが、彫刻材、床柱、風呂

桶などにも用いられました。鉛筆材としては優れている。ヨーロッパイチイ

はじめ、海外にもこの仲間が成育しています。秋に仮種皮が写真の様に赤く

なると食用とされます。中国では、古くから葉が利尿や糖尿病に有効として

煎じて飲用されていましたが、ヨーロッパイチイの葉に含有されるアルカロ

イドという成分に属するタキソールの誘導体が、近年が癌細胞に障害を与え、

卵巣癌、乳癌、肺癌、胃癌に有効としタキソール、タキソテールなどの名前

で臨床活用されています。 

C o n t e n t s 

 

1. 薬による思わぬ害にあわない 

ために           山原條二 

2. 特集：セミナーハウス上棟式 

3. 6月･7月･8月の活動報告 

4.〝京都薬草の森公園〟近況報告 

5. 会員紹介 ㈱ジャパンヘルス    西野司郎 

6.  10月･11月･12月の行事予定  

本年も残すところ 3ヶ月となりました。 

神無月、霜月、師走と前半は一年中でも比較的 

過ごしやすい日々ですが、後半からは寒さが感じ 

られ、12月 22日（土）は冬至です。 

日の出は 6時 47分。日の入は 16時 32分です。 

夏至（6月 22日（金））の日の出は 4時 26分。 

日の入が 19時でした。改めて冬至の日照時間の 

短いことがわかります。 

こうしてみると一年は大へん短いものです。 

日々充実した健康な生活の有難さを再考して 

しまいます。 
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薬による思わぬ害にあわないために 

 

山 原 條 二  

  
 

 合成の医薬品のみに依存しない健康造りを考え実践することを多方面から行っています。

しかし、合成の医薬品を服用中の会員の方々からの質問もあり、年齢と共に医薬品による副

作用の率が高くなる理由を解説しますので留意してください。 

 

① 加齢と共に急性の病気だけではなく慢性疾患を２、３併発していて服用する医薬品の数

が多く医薬品相互の思わぬ作用。 

② この多数の医薬品を服用することへの理解度が低い。 

③ 長期間服用による肉体的変化を配慮していない。これは医薬品の消化管からの吸収が胃

腸の運動や血流量の低下によって遅くなっていることも原因の一つとして考えられます。

しかしこれが重要な因子の一つとは言うほどのものではありません。 

 

 年齢と共に体の総体液量や脂肪以外の組織分が減少するために、服用した薬物が実質上高

用量となって副作用が出たり、薬物は血中のアルブミンと結合して不活性の状態になってい

る場合が多いのですが、血中のアルブミンが慢性疾患では少なくなっていることも多く、作

用を示す遊離型で血中に薬物が多くあり、強すぎる作用すなわち副作用となったりします。 

 又、体内で薬物を無毒化する代謝は肝臓で行われます。肝重量や肝血流量が低下していて

代謝が遅くなったり、さらに薬物を排泄する腎臓の腎血流量が糸球体濾過力も低下します。 

この様に自分がどのような状態にあって合成の医薬品を服用しているのか。その薬物を服用

する必要があるのか。よく専門家と相談、納得してという態度も必要です。 

 一つ一つの医薬品の安全性の試験はかなり広範囲の毒性発現を予想して行われています。 

しかし、何種類も複合した形で服用する場合の毒性を想定した安全性の試験は誰も行ってい

ません点も知っておく必要があります。 

 何よりも合成の医薬品に依存しない日頃からの健康造り〝食養生〟と〝適度な運動〟そ

して〝ストレスをためない知恵の獲得〟などを、当法人で開催しています【自然療法アドバ

イザー養成講座】で解説しています。興味のある方は是非、ご参加ください。 

 

  




